
トヨタ自動車特集

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
タ
ー
ボ
コ
ア
技
術
は
手
の
内
化

高熱効率・低燃費エンジンを搭載した「ヴィッツ」

通
常
エ
ン
ジ
ン
も
改
良
小
型
車
２
車
種
か
ら
搭
載

　トヨタ自動車のエコカーの代名詞と

言えばハイブリッド車（ＨＶ）。トヨ

タのＨＶは今や世界での年間販売台数

が 万台を軽く超え、国内において

は軽を除く販売全体の半分に迫るほど

だ。ただ環境技術はＨＶだけではな

い。世界を見渡せば多様なエコカーニ

ーズがある。世界各地で燃費規制が強

化される中、トヨタはＨＶ以外の環境

技術開発も怠っていない。

レクサス「ＮＸ」搭載のターボエンジン

愛知・豊田市にモデル地区

さ
ま
ざ
ま
な
実
証
実
験
が
進
む

「
と
よ
た
エ
コ
フ
ル
タ
ウ
ン
」

家もクルマも未来形とよたエコフルタウン 次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
体
験

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
本
社
を
置
く
愛

知
県
豊
田
市
に
オ
ー
プ
ン
し
た
低
炭

素
社
会
モ
デ
ル
地
区
「
と
よ
た
エ
コ

フ
ル
タ
ウ
ン
」
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
次
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
社
会
を
実
現
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
技

術
が
体
験
で
き
る
。

　
ト
ヨ
タ
ホ
ー
ム
の
ス
マ
ー
ト
ホ
ー

ム
で
は
家
庭
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使

用
状
況
を
把
握
で
き
る
ホ
ー
ム
エ
ネ

ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

や
、
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車

Ｐ
Ｈ
Ｖ

の
充
電
設
備
を

見
学
で
き
る
。
他
の
エ
リ
ア
で
は
高

度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

Ｉ
Ｔ
Ｓ

や
超
小
型
Ｅ
Ｖ
な
ど
も
体
験
可
能

だ
。

　
最
近
で
は
ト
ヨ
タ
が

年
度
内
に

燃
料
電
池
車

Ｆ
Ｃ
Ｖ

を
発
売
す

る
の
を
控
え
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
関
連
の
実
験

も
増
え
て
き
た
。
ま
ず
は
Ｆ
Ｃ
Ｖ
普

及
に
欠
か
せ
な
い
水
素
供
給
拠
点
。

東
邦
ガ
ス
と
岩
谷
産
業
は
水
素
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
「
と
よ
た
エ
コ
フ
ル
タ
ウ

ン
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
運
用
し

て
い
る
。

　
こ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

な
ど
と
の
共
同
研
究

の
一
環
で
設
置
し
た
。
都
市
ガ
ス
を

原
料
と
し
、
１
時
間
当
た
り
１
０
０

立
方

の
水
素
を
供
給
す
る
。
大
流

量
圧
縮
機
を
導
入
し
て
お
り
、
燃
料

電
池
バ
ス
も
短
時
間
で
充
填
で
き

じ
ゅ
う
て
ん

る
。

　
ま
た
ト
ヨ
タ
は
燃
料
電
池

Ｆ

Ｃ

バ
ス
を
非
常
時
大
容
量
発
電
機

と
し
て
災
害
時
に
利
用
す
る
シ
ス
テ

ム
の
実
証
実
験
を
実
施
。
路
線
バ
ス

と
し
て
運
用
し
て
い
る
Ｆ
Ｃ
バ
ス

を
、
災
害
時
に
は
非
常
用
電
源
と
し

て
建
物
に
給
電
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
Ｆ
Ｃ
バ
ス
は

年
度
に
発
売
す

る
計
画
。
そ
れ
ま
で
に
Ｆ
Ｃ
バ
ス
の

非
常
用
給
電
シ
ス
テ
ム
を
実
用
化
す

る
方
針
だ
。

エ
コ
カ
ー
の
技
術
開
発
を
加
速
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７
月
に
発
売
し
た
高
級
ブ

ラ
ン
ド
「
レ
ク
サ
ス
」
の
小

型
ス
ポ
ー
ツ
多
目
的
車

Ｓ

Ｕ
Ｖ

「
Ｎ
Ｘ
」
に
は
、
ト

ヨ
タ
に
と
っ
て
新
し
い
低
燃

費
技
術
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

エ
ン
ジ
ン
の
気
筒
数
を
減
ら

し
て
小
排
気
量
化
し
燃
費
を

改
善
す
る
「
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ

ン
グ
タ
ー
ボ
」
技
術
だ
。

　
排
気
量
ダ
ウ
ン
で
発
生
す

る
出
力
不
足
は
、
タ
ー
ボ
チ

ャ
ー
ジ
ャ
ー
過
給
器
で
補

う
。
Ｈ
Ｖ
な
ど
電
動
化
に
比

べ
れ
ば
燃
費
改
善
効
果
は
大

き
く
は
な
い
。
た
だ
電
池
な

ど
高
価
な
電
動
化
専
用
部
品

が
不
要
な
た
め
、
コ
ス
ト
を

そ
れ
ほ
ど
上
げ
る
こ
と
な
く

低
燃
費
化
を
実
現
で
き
る
。

　
こ
の
手
法
は
独
フ
ォ
ル
ク

ス
ワ
ー
ゲ
ン

Ｖ
Ｗ

を
は

じ
め
欧
米
勢
が
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
お
り
、
新
し
い
燃

費
改
善
技
術
と
し
て
世
界
で

広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
日

系
メ
ー
カ
ー
で
は
日
産
自
動

車
が
導
入
し
て
お
り
、
ホ
ン

ダ
な
ど
ほ
か
の
メ
ー
カ
ー
も

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
Ｈ
Ｖ
が
目
立
つ
ト
ヨ
タ
だ

が
、
環
境
技
術
に
つ
い
て
は

Ｈ
Ｖ
一
つ
に
絞
っ
て
は
お
ら

ず
、
全
方
位
で
開
発
に
取
り

組
む
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
タ
ー
ボ

も
、
そ
の
一
環
と
し
て
乗
り

出
し
た
。

　
Ｎ
Ｘ
は
レ
ク
サ
ス
ブ
ラ
ン

ド
で
二
つ
目
の
Ｓ
Ｕ
Ｖ
。
す

で
に
あ
る
Ｓ
Ｕ
Ｖ
「
Ｒ
Ｘ
」

は
排
気
量
３
５
０
０

Ｖ
型

６
気
筒
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し

て
い
た
。
し
か
し
Ｎ
Ｘ
は
同

２
０
０
０

直
列
４
気
筒
直

噴
タ
ー
ボ
エ
ン
ジ
ン
に

ダ

ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ

し
、
低

燃
費
を
実
現
。
さ
ま
ざ
ま
な

層
の
顧
客
が
乗
り
や
す
い
ク

ル
マ
に
仕
上
げ
た
。

　
Ｎ
Ｘ
の
Ｊ
Ｃ

モ
ー
ド
燃

費
は
ガ
ソ
リ
ン
１

当
た
り

・
８

。
そ
れ
で
も
タ

ー
ボ
に
よ
っ
て
「
３
５
０

０

車
並
み
の
動
力
性
能
」

加
藤
武
明
レ
ク
サ
ス
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
製
品
企
画

主
査

を
確
保
す
る
な
ど
燃

費
と
走
り
の
パ
ワ
ー
を
両
立

し
た
。

　
タ
ー
ボ
と
直
噴
エ
ン
ジ
ン

を
組
み
合
わ
せ
た
ダ
ウ
ン
サ

イ
ジ
ン
グ
タ
ー
ボ
は
、
ト
ヨ

タ
車
、
レ
ク
サ
ス
車
通
じ
て

初
め
て
の
採
用
。
タ
ー
ボ
は

「
コ
ア
技
術
は

社
内
で
手

が
け
る

手
の
内
化

す

る
」
と
い
う
考
え
に
基
づ
き

内
製
し
て
い
る
。
タ
ー
ボ
を

組
み
合
わ
せ
た
ダ
ウ
ン
サ
イ

ジ
ン
グ
技
術
は
「
こ
の
モ
デ

ル

Ｎ
Ｘ

だ
け
で
終
わ
る

と
は
思
え
な
い
」

加
藤
主

査

と
、
今
後
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
を
広
げ
て
い
く
計
画
だ
。

　
ト
ヨ
タ
は

年
ご
ろ
に
は

世
界
の
新
車
販
売
の
う
ち
Ｈ

Ｖ
比
率
が

％
近
く
ま
で
拡

大
す
る
と
予
測
す
る
。た
だ
、

逆
に
言
え
ば
、
そ
の
こ
ろ
に

な
っ
て
も

％
は
通
常
の
エ

ン
ジ
ン
車
が
残
る
と
い
う
こ

と
だ
。
と
な
る
と
世
界
各
地

で
今
後
、
燃
費
規
制
が
一
層

厳
し
く
な
る
中
で
通
常
の
ガ

ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
燃
費
改

善
も
重
要
課
題
と
な
る
。

　
こ
の
た
め
日
系
メ
ー
カ
ー

各
社
は
通
常
の
エ
ン
ジ
ン
の

改
良
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

マ
ツ
ダ
の
次
世
代
環
境
技
術

「
ス
カ
イ
ア
ク
テ
ィ
ブ
」
な

ど
は
、
そ
の
代
表
例
と
言
え

る
。
も
ち
ろ
ん
、
ト
ヨ
タ
も

通
常
エ
ン
ジ
ン
の
低
燃
費
化

技
術
開
発
を
強
化
し
て
い

る
。

　
４
月
に
発
売
し
た
小
型
車

パ
ッ
ソ
　と
　
ヴ
ィ
ッ
ツ
。

こ
の
２
車
種
か
ら
搭
載
が
始

ま
っ
た
の
が
、
ト
ヨ
タ
が
新

開
発
し
た
高
熱
効
率
・
低
燃

費
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
だ
。

　
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
搭
載
さ
れ
た

排
気
量
１
３
０
０

の
４
気

筒
「
Ｎ
Ｒ
型
」
エ
ン
ジ
ン
は

通
常
の
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン

で
は
世
界
最
高
水
準
の
熱
効

率

％
を
達
成
、
ト
ヨ
タ
の

技
術
力
を
見
せ
つ
け
た
。
パ

ッ
ソ
搭
載
の
同
１
０
０
０

の
３
気
筒
「
Ｋ
Ｒ
型
」
エ
ン

ジ
ン
は
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
と
共

同
開
発
し
、
熱
効
率
は

％

を
達
成
し
て
い
る
。

　
熱
効
率
は
１
％
向
上
す
る

と
「
燃
費
が
１
―
２
％
改
善

す
る
」

足
立
昌
司
ト
ヨ
タ

ユ
ニ
ッ
ト
統
括
部
パ
ワ
ー
ト

レ
ー
ン
企
画
室
主
査

。
そ

の
１
％
を
上
げ
る
た
め
に

「
０
・
１
％
以
下
の
向
上
を

積
み
重
ね
た
」

同

結

果
、
世
界
最
高
水
準
の
熱
効

率
を
実
現
し
た
。

　
新
エ
ン
ジ
ン
は
圧
縮
比
よ

り
も
膨
張
比
を
大
き
く
し
て

熱
効
率
を
改
善
す
る
「
ア
ト

キ
ン
ソ
ン
サ
イ
ク
ル
」
を
取

り
入
れ
た
。
ま
た
新
形
状
の

吸
気
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
シ

リ
ン
ダ
ー
内
に
強
い
タ
ン
ブ

ル
流
を
生
成
し
、
燃
焼
速
度

を
上
げ
た
。

　
新
Ｎ
Ｒ
型
エ
ン
ジ
ン
は
圧

縮
比
が

・
５
と
高
い
。
一

般
的
に
は
圧
縮
比
が
高
く
な

る
と
ノ
ッ
キ
ン
グ
が
発
生
し

出
力
性
能
が
落
ち
る
と
さ
れ

る
が
、
ト
ヨ
タ
は
急
速
燃
焼

や
周
辺
部
品
の
改
良
に
よ
り

ノ
ッ
キ
ン
グ
を
防
ぎ
つ
つ
、

高
圧
縮
比
と
出
力
性
能
の
維

持
を
両
立
し
た
。

　
こ
の
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し

た
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
Ｊ
Ｃ

モ
ー

ド
燃
費
は
ガ
ソ
リ
ン
１

当

た
り

・
０

を
達
成
。

従
来
の
同

・
８

か
ら

大
幅
に
向
上
し
た
。

　
ト
ヨ
タ
は
新
Ｋ
Ｒ
型
、
新

Ｎ
Ｒ
型
エ
ン
ジ
ン
を
皮
切
り

に

年
ま
で
に

機
種
の
新

低
燃
費
エ
ン
ジ
ン
を
投
入
す

る
計
画
。
そ
の
新
エ
ン
ジ
ン

群
を
全
世
界
で
導
入
す
る
と

ト
ヨ
タ
全
体
の
３
割
の
エ
ン

ジ
ン
が
置
き
換
わ
る
こ
と
に

な
る
。

　
今
後
、
投
入
す
る
新
エ
ン

ジ
ン
に
は
ガ
ソ
リ
ン
だ
け
で

な
く
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ

ン
、
タ
ー
ボ
を
組
み
合
わ
せ

た
エ
ン
ジ
ン
や
Ｈ
Ｖ
用
エ
ン

ジ
ン
も
含
ま
れ
て
い
る
。
エ

ン
ジ
ン
自
体
の
改
良
に
よ

り
、
Ｈ
Ｖ
の
燃
費
性
能
も
さ

ら
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
見
込

み
だ
。


